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 7 月 27 日、本会の大山会長をはじめ、組橋副会長、三笠副会長ら役員 5 名が会員を代表して香川県庁

を訪れ、農業農村整備事業の計画的な推進を図るため、県予算の確保等について要請活動を行った。 

 県庁では、浜田県知事をはじめ、農政水産部の松尾部長らに要望書を手渡し、本県農業の持続的な発

展や農村の振興、多面的機能の十分な発揮などを実現するため、農業農村整備事業の計画的な推進が必

要不可欠であり、農業水利施設の保全管理や地図情報（水土里情報システム等）を活用した農業農村整

備版ＢＣＰ（事業継続計画）等の策定への支援、ため池をはじめとする土地改良施設の防災減災対策の

一層の促進等をお願いした。 

 その後、浜田知事を中心に地図情報システムの利活用等について、熱心に意見が交換された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県へ農業農村整備事業の推進について要望 

要 望 書 

１． 地域の実情に即した農業農村整備事業の計画的な推進を図る予算の確保を政府及び関係

機関に対して働きかけるとともに、県予算についても十分に確保すること。特に、総合的

な防災減災対策、農業競争力の強化、農業水利施設の保全管理に関する予算の確保に努め

ること。 

２． 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮をより一層推進するため、これを支える地域

の共同活動をはじめ、農業生産活動の継続等を支援する｢日本型直接支払制度｣の推進に努め

ること。特に、｢多面的機能支払｣の取組面積の拡大並びに活動組織の強化に向け、支援及び

指導に努めること。 

３. 近い将来発生が予想される大規模な地震や洪水等に備えるため、国土強靭化に向けた取組

の推進に努めること。特に、地図情報（水土里情報システム等）を活用した、農業農村整備

版ＢＣＰ（事業継続計画）等の策定を支援し、ため池をはじめとする土地改良施設の防災減

災対策を一層促進すること。 

浜田県知事に要請 
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 8 月 6 日、本会の大山会長をはじめ、

組橋副会長、三笠副会長ら役員 5 名が会

員を代表して香川県議会を訪れ、農業農

村整備事業の計画的な推進を図るため、

県予算の確保等について要請活動を行っ

た。 

 県議会では、辻村議長、五所野尾副議

長、自由民主党議員会鎌田会長、水本幹

事長、齋藤政務調査会長に対して、要望

書を手渡し、本県農業の持続的な発展や

農村の振興、多面的機能の十分な発揮な

どを実現するため、農業農村整備事業の

計画的な推進が必要不可欠であり、総合

的な防災減災対策、農業競争力の強化、農業水利施設の保全管理や地図情報（水土里情報システム等）

を活用した農業農村整備版ＢＣＰ（事業継続計画）等の策定への支援、農業生産活動の継続等を支援す

る「日本型直接支払制度」の推進等をお願いした。 

香川県議会へ農業農村整備事業の推進について要望 

香川県議会辻村議長に要請 
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7 月 23 日、ルポ－ル讃岐において、中国四国農地集団化協

議会第 47 回通常総会が開催された。総会では、当番県である

本会の大山会長の挨拶の後、農地の集団化に携わる永年勤続

者 5 名の表彰が行われ、本県からは、綾川町の松原副主幹がそ

の功績を称えられた。その後、議事に入り、下記議案について

審議が行われ、いずれも原案どおり承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き、平成 26 年度中国四国農地集団化事業研究会が、翌

日の正午まで開催された。 

冒頭、香川県農政水産部土地改良課の小山課長より、開催県

を代表して挨拶があり、その後、農地集団化に係る情勢の報告を

はじめ、集落営農に係る本県の取組みや中山間地域の取組み事

例等についての講演や意見交換が行われ、盛会裏に終了した。 

 

 

 

 

中国四国農地集団化協議会 
第４７回通常総会及び平成２６年度農地集団化事業研究会開催 

議  案 

（1）平成 26 年度事業報告並びに収支決算について 
（2）平成 27 年度事業計画並びに収支予算について 
（3）規約の改正について 
（4）役員改選について 

開会の挨拶をする大山会長 

 

 

永年勤続表彰者の 5 名 

開会の挨拶をする小山課長 

 

 月 日 演  題 講  師 

7 月 23 日 中山間地域の集落営農 
山南営農組合（香川県三木町）  

組合長  阿部泰人 

7 月 24 日 

関係機関と連携を図った集落営農の

推進について 

香川県農政水産部農業経営課   

担い手・集落営農グループ 副主幹  松田佳記 

我が国の食料・農業を巡る動向と基本

計画における土地改良事業について 

中国四国農政局農村計画部土地改良管理課 

  課長  島尾政司 

農地集団化に係る情勢について 
中国四国農政局農村計画部土地改良管理課  

  農地集団化推進官  鈴木理之 

 

阿部組合長 松田副主幹 鈴木農地集団化推進官 島尾課長 
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7 月 21 日、高松商工会議所において、香川県土地

改良換地等強化事業推進委員会を開催した。この委

員会は、換地及び農地の利用集積に係る諸課題につ

いて検討を行っており、担い手の育成や規模拡大に

向けた施策等について議論された。また、下記議案

については、原案どおり承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 21 日、高松商工会議所において、香川県土

地改良施設管理円滑化事業推進委員会を開催した。 

 この委員会は毎年、土地改良施設の円滑かつ適切

な管理を図るための事業推進計画について協議し

ており、下記議案について原案どおり承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県土地改良換地等強化事業推進委員会開催 

開催 

議  案 

（1）平成 26 年度事業実績について 

（2）平成 27 年度事業実施計画について 

委員長 山地孝士（香川県土地改良事業団体連合会常務理事） 

委  員 島尾政司（中国四国農政局農村計画部土地改良管理課長） 

委  員 松田  亮（高松法務局民事行政部不動産登記部門首席登記官） 

委  員 小山輝己（香川県農政水産部土地改良課長） 

委  員 井川一郎（香川県農政水産部農村整備課長） 

委  員 吉田安宏（三豊市建設経済部土地改良課長） 

委  員 綾田  徹（綾川町経済課長） 

委  員 川西恭裕（高松市下笠居土地改良区理事長） 

委  員 西紋彰彦（香川県土地改良換地士部会長） 

委  員 野瀬康弘（香川県土地改良事業団体連合会事務局長） 

議  案 

（1）平成 26 年度事業実績について 

（2）平成 27 年度事業実施計画について 

委員長 山地孝士（香川県土地改良事業団体連合会常務理事） 

委  員 島尾政司（中国四国農政局農村計画部土地改良管理課長） 

委  員 宗岡一正（中国四国農政局土地改良技術事務所長） 

委  員 小山輝己（香川県農政水産部土地改良課長） 

委  員 井川一郎（香川県農政水産部農村整備課長） 

委  員 河合良治（高松市創造都市推進局産業経済部土地改良課長） 

委  員 綾田  徹（綾川町経済課長） 

委  員 石井定夫（木田郡三木町土地改良区理事長） 

委  員 稲尾正成（丸亀市土地改良区理事長） 

委  員 近藤 貢（三豊市財田町土地改良区理事長） 

委  員 野瀬康弘（香川県土地改良事業団体連合会事務局長） 

挨拶をする山地常務理事 

挨拶をする小山課長 
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 7 月 27 日、香川用水記念会館 5 階演習室

において、本会の平成 27 年度第 2 回監事会

を開催した。 

 大山会長の挨拶の後、森川代表監事が議長

となり、下記議案について審議が行われ、い

ずれも監事全員の賛成を得て承認された。 

なお、平成 26 年度決算監査、平成 27 年度

中間監査では、事業運営、業務計画及び執行

状況、会計処理等について正確かつ適正に処

理されているとの講評があった。また、監査

結果は、定款に基づき、理事会及び総会に報

告することとなった。 

 

 

 

 

 8月 3日、香川用水記念会館 5階演習室において、

香川県土地改良施設管理円滑化事業推進委員会管

理専門指導員会を開催した。香川県農政水産部土地

改良課の小山課長を迎え、各土地改良事務所長をは

じめ、管理専門指導員 13 名全員の出席のもと、下記

事項について協議された。 

 このうち、本年度の定期診断は、揚水機 15、排水

機 4、樋（水）門 8、畑かん 1、頭首工 29、ため池

52、水路 15 の施設、合計 124 施設で実施するとと

もに、本年度の適正化事業実施計画を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 平成２７年度 第２回監事会開催 

 

議  案 

（1）平成 26 年度決算監査及び平成 27 年度中間監査実施計画について 

（2）平成 26 年度事業報告及び一般会計・特別会計収支決算並びに財産目録の承認について 

（3）平成 27 年度予算執行状況及び財務状況報告について 

（4）平成 27 年度一般会計収支補正予算について 

香川県土地改良施設管理円滑化事業推進委員会 
管理専門指導員会開催 

協議事項 

（1）平成 27 年度土地改良施設管理円滑化事業、施設の

診断・管理指導及び相談等運営計画について 

（2）平成 27 年度土地改良施設維持管理適正化事業実施

計画について 

挨拶をする小山課長 
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 香南町は、香川県のほぼ中央に位置する空港

の町であり、昭和・平成の合併により高松市と

なった。昭和 28 年内場池が完成し、永年の悲願

であった常習旱魃地域の由佐・池西・畑田の高

台地区が、安原の関井堰より香東川の取水が実

現するという奇跡的な恩恵に浴することがで

きた。しかし、この地区は池西幹線水路からは

遠く離れ、新水路を敷設しなければ取水するこ

とが不可能であった。そのため当改良区の前身

である由佐村原土地改良区は、非補助応急旱害

対策事業により、農林漁業資金を借り入れ、数

個のため池が一丸となり、昭和 32 年度に由佐南

部水路を新設した。昭和 61 年新高松空港建設により、周辺整備構想が策定され約 110ha の農地が県営

圃場整備に計画され、事業推進のため同年 10 月香南南部土地改良区が設立された。地形は南高北低、東

西が筋状の谷間の多い水系地形を配慮して、地域内を 6 工区に分画して、工区毎に農林漁業資金を借り

入れ、償還も換地配分も工区毎の独立採算制として、工区内の諸案件はすべて工区が全責任を以て対処

することとした。起債も繰り上げ償還を督励し、事業完成記念式典時には、各工区共に借金ゼロの快挙

を成し遂げたのである。地形は前記の如く、30 万㎥余の残土埋め立て、地区は第 1・4・6 工区、5 万㎥

前後の埋め立て地区も数ヶ所に及んだ由佐地区の第 1・2・3 工区は、管内小ため池が多く協議を重ね、

数ヶ所のため池を埋め立て水利統合して、工区毎の 1 水系として理想の圃場とパイプラインの近代化を

完備した。平成 17 年高松市の合併に伴い、香南南部・香南パイロット・音谷池の 3 改良区の統合及び改

良区非組合員を加えて、平成 17 年 11 月香南町土地改良区を設立して町内 1 改良区として、各種土地改

良事業に取り組み組合員の要望に応えている。また、平成 19 年度からスタートした農地・水環境保全向

上対策には 5 組織の自然保護組合が、平成 26 年度からは、多面的機能支払交付金制度を機に平成 27 年

度には 7 組織の合併を促進し、香南地区自然保護組合として再スタートした。その事務の一部を改良区

が受託し活動の適正かつ円滑な運営に寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香南町土地改良区（高松市） 

土 地 改 良 区 の 概 要 

所 在 地 高松市香南町由佐 1172 番地 

設立年月日等 
平成 17 年 11 月 25 日 
香川県第 287 号 

関 係 市 町 高松市、綾歌郡綾川町 

管内農地面積 582ha（田 541ha、畑 41ha ） 

組 合 員 数 982 人（総代 35 人） 

役 職 員 数 理事 14 人、監事 3 人、職員 2 人 

 

県営圃場整備事業香南地区竣工記念碑 

妹尾事務局長・泉川理事長・尾﨑書記 
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開催月日 会  の  名  称 開催場所 

7 月 10 日 平成 27 年度災害復旧事業担当者研修会 高 松 市 

     14 日 中部地区土地改良協議会平成 27 年度第 1 回役員会 高 松 市 

     15 日 綾川流域水環境保全推進協議会総会 綾 川 町 

     16 日  
   ～17 日 平成 27 年度農業集落排水（ストックマネジメント）研修会 東 京 都 

     17 日 香川県土地改良事業団体中部地区当務者会監事会・役員会 高 松 市 

     21 日 香川県土地改良換地等強化事業推進委員会 高 松 市 

     〃 香川県土地改良施設管理円滑化事業推進委員会 高 松 市 

     22 日 仲多度土地改良事業推進協議会監事会・理事会 善通寺市 

     〃 香川県農業会議常任会議員会議 高 松 市 

     23 日 香川県集落営農・農地活用推進集落営農プロジェクトチーム幹事会 高 松 市 

     23 日  
   ～24 日 

中国四国農地集団化協議会第 47 回通常総会及び平成 26 年度農地集 
団化事業研究会 高 松 市 

     27 日 平成 27 年度第 2 回監事会 高 松 市 

     〃 香川県へ農業農村整備事業の推進について要望活動 高 松 市 

      27 日  
    ～31 日 平成 27 年度土地改良区基盤強化事業施設管理コース研修会 埼 玉 県 

     28 日 香川県集落営農・農地活用推進プロジェクトチーム会議 高 松 市 

     29 日 香川県土地改良事業団体中部地区当務者会平成 27 年度通常総会 高 松 市 

     〃 都道府県土地改良事業団体連合会長等会議 東 京 都 

     〃 食料・農業・農村白書に関する説明会 高 松 市 

     30 日 三豊地区土地改良協議会監事会・理事会 観音寺市 

     〃 平成 27 年度香川県集落営農推進シンポジウム 高 松 市 

     31 日 平成 27 年度小豆郡土地改良事業推進協議会第 1 回研修会 小豆島町 

  8 月 3 日 
平成 27 年度香川県土地改良施設管理円滑化事業推進委員会 
管理専門指導員会 高 松 市 

      6 日 香川県議会へ農業農村整備事業の推進について要望活動 高 松 市 

     〃 第 164 回理事会 高 松 市 

      6 日  
    ～7 日  

中国四国管内土地改良事業団体連合会合同による第 3 回換地業務 
研修会 島 根 県 

 

会 と 催 し 


